































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































新幹線をＰＲし、JR EAST PASS、JR TOKYO Wide 
Passの情報をしっかり出していく。東北推進観光機構
と連携をし、日本の奥の院、東北探訪ルートをしっか
りＰＲしていくということです。
　以上で私の基調講演を終わらせていただきたいと思
います。ご静聴ありがとうございました。
（基調講演終了）
司会
　ありがとうございました。パネルディスカッション
につながる、さまざまなＪＲ東日本の取り組みなどを
ご紹介いただきました。
　それではここで10分間の休憩とさせていただきま
す。
（休憩）
パネルディスカッション
パネリスト　　　　　　
井上　　亮　氏
ブレンディ・バロリ
尾畑留美子　氏
松田　千春　氏
コーディネーター　　　
イワン・ツェリッシェフ
司会
　間もなくパネルディスカッションを始めますので、
お席にお着きくださいませ。
　それではパネルディスカッションを始めます前に、
衆議院議員の菊田真紀子様がお越しくださいましたの
でご紹介させていただきます。
　それではパネルディスカッションを始めてまいりま
す。パネリストの皆さまをご紹介致します。舞台向かっ
て左側中央からご紹介致します。
　一般社団法人、燕市観光協会事務局長、井上亮様。
　お隣は、先ほどご講演いただきました尾畑酒造株式
会社専務取締役、尾畑留美子様。
　新潟経営大学観光経営学部、ブレンディ・バロリ講
師。
　そしてご講演いただきました、東日本旅客鉄道株式
会社新潟支社、営業部観光開発課長、松田千春様。
　そしてコーディネーターを務めますのは、新潟経営
大学観光経営学部学部長であります、イワン・ツェリッ
シェフ教授です。
　それではよろしくお願い致します。
イワン・ツェリッシェフ（コーディネーター）
　皆さんこんにちは。観光経営学部長をしております、
イワン・ツェリッシェフです。
　いよいよ観光経営学部がスタートしました。２週間
前に学部主催の最初のイベント、「にいがた観光講座」
も行いました。今後も地域の企業や市民団体の皆さん
方と連携して、地域の観光活性化に貢献して行きたい
と思います。よろしくお願い申し上げます。
　パネルディスカッションに入らせていただきます
が、「観光客を呼び込む新しい道を探る」ということ
がテーマになっていますので、観光誘客の新しい戦略
や方法に焦点を当てていきたいと思います。その際、
尾畑さんと、松田課長のお話の中にあった大事なヒン
トを活用したいと思います。
　最初の大きな話題にさせていただきたいのは、差別
化戦略です。新潟ならでは、新潟に行かなければ楽し
めないことについてまとめていただきたいと思いま
す。
　私は先月イギリスに行くとき、機内でイギリス航空
が発行する『High Life』という雑誌を読みました。
10ページに「Alternative Japan」という小さい記事が
ありました。「もう一つの日本、違う日本」という意
味ですが、東京、大阪、名古屋、京都の「ゴールデン
ルート」以外の日本の観光も面白いですよと言うのが
主なメッセージでした。
　イギリス航空がこういうプロモーションをやってい
ること自体、非常に面白いと思いました。まさに新潟
県はAlternative Japan、「もうひとつの日本」の観光
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のリーダーを目指すべきではないかと思ったのです。
　しかしイギリス航空が推薦しているところは、まず
第１に金沢。第２は沖縄県の石垣市。ビーチで知られ
ている処ですね。第３は岐阜県の高山市で、高山市の
酒は水が非常にきれいでおいしいと書いてありまし
た。そして第４は長崎です。新潟がトップに入ってい
なくて残念だと思いました。
　これはあくまでご参考までの話ですが、これから新
潟の差別化戦略に迫ります。「新潟ならではの観光は
これだ」という視点から、新潟が外国人の観光客や国
内の観光客にオッファーできることについてお伺いし
たいと思います。井上さん、いかがでしょうか。
井上亮
　私は以前、新潟県の観光協会にいたとき、他県の皆
さんから新潟県のイメージを聞くと、誰しもが「コメ」。
そして尾畑さんが言っていた「酒」と「雪」。この三
つはある程度イメージをされてきているのだろうと思
いました。せっかく皆さんが思っているのなら、それ
をもっと売り込んでいく手はないかと、私自身思いま
す。
　お酒に関しては、先ほど尾畑さんがおっしゃったよ
うに、新潟県内でも90余り酒蔵がある中で、いかに自
分たちのオンリー・ワン的なものをつくりあげていか
なければなかなか手に取っていただけないのかと思っ
ています。
　食に関して言わせていただきますと、皆さんは逆に、
新潟県の食は何をイメージされますか。このようにパ
ネリストが皆さんに振るのは珍しいと思いますが、実
は聞くとだいたい京懐石とか、加賀懐石というように、
一つの出来上がったフルメニューをイメージする方が
いるのですが、実は新潟県ではそういったものが残念
ながら出ていません。その中でのっぺ汁は新潟の郷土
料理と、いろいろな媒体で紹介されています。
　でもそれは、おかずの一品としかお客様は見ないわ
けです。ですから、のっぺに代わる何かというより、
先ほど言ったように食材がすごく新潟県は素晴らし
い。他県に誇れる食材があるので、それを生かした料
理と品数を提供出来る取り組みを各エリアでつくって
いけば、これが他県にはない取り組みにつながってい
くのではないかと思っております。
ツェリッシェフ
　ありがとうございます。いいスタートだったと思い
ます。
　バロリさん、いかがでしょうか。
ブレンディ・バロリ
　「食」と言っても、どの県でも「食」はあるではな
いですか。
　井上さんと同じ考えです。むしろ、日本酒に関して、
自然に関して、食に関してなど、新潟でしかできない
体験について進めていけばいいと思います。
　後ほど話が出るかもしれませんが、尾畑専務の話で
酒をつくって人材を育成するのも、ひとつの体験型に
なると思います。日本酒を飲んで、日本酒と合った料
理は新潟でしかできないので、それを取込んだメ
ニューをつくっていけば勝ち抜くことができると思い
ます。
ツェリッシェフ
　なるほど。
　つぎに尾畑さんに、ご講演でおっしゃったことの延
長線上で少しお話しをしていただきたいことがありま
す。
　日本に来たい外国人がいるとしましょう。まず東京
に行こう、京都に行こう、それからどこか地方にも行
こうと思っていると想定されます。そのときにいろい
ろな選択肢が出てきます。北海道から沖縄まで数多く
の地方がありますが、そのなかから佐渡を含む新潟を
選ばせる戦略は考えられるでしょうか。酒や食文化を
中心に、何かお考えがございますか。
尾畑留美子
　世界中で今、ローカルフードに対する注目が集まっ
ているのではないかと感じています。
今年ニューヨークに行ったのですが、あのニューヨー
クでさえローカルに目を向けていることに驚きを感じ
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ました。世界中で今、ローカルな魅力に再び注目が集
まっていることを感じました。
　お酒のプロモーションでニューヨーカーと和食屋さ
んでお酒を飲んでいるときに、ちょっとお酌のやり方
を教えてあげました。おちょこの持ち方、注ぎ方。そ
してなぜそのような作法になるのか。つがれたら一口
飲んでから置くのだとか。事細かく教えてあげたら非
常に喜ばれ、日本ではどんな風に日本酒を飲んでいる
のかもっと教えてくれと言われました。
　ご存知のように、アメリカでは和食が大変人気です。
もともとはすごく肥満の人が多かった時代に、「和食
はヘルシーらしいぞ」ということで注目され、それか
らは寿司が人気になり、その後はさらに安心・安全な
食ということで、日本食は注目を集めました。
　その次の段階として、今、日本が本来持っている食
文化に焦点が合ってきていると思うのです。日本の食
に対する興味が順を追って成熟してきていると感じた
わけです。
　では、これを新潟にどう当てはめるかというと、例
えば米。コメであるならコメの文化を徹底してやった
らどうかと思うのです。商品としてはラベルがないコ
メはブランドが見えづらいわけですが、例えばお釜で
炊くとジャーで炊くよりおいしいですよね。ふたを開
けたときの香りが違います。部屋中に充満します。
　旅館では小さいお釜はあったりしますけど、どうし
て一般的な飲食店でも使わないのかなと思っておりま
す。新潟に行くと、どこの飲食店でも小さなお釜で目
の前で炊いてくれて、開けたときに香りがふわあと立
つという経験をさせてあげるのも、とても大きな体験
になるのではないかと思います。
ツェリッシェフ
　興味深いお話ですね。
　松田課長、いかがでしょうか。
松田千春
　答えが分かれば苦労しないわけでございまして。
　先ほどの新潟ならではの観光という部分のお話かと
思います。東北も新潟も、まだまだ外国人の方は来ら
れていない。私どもも、海外へ行くとメインのコース
は必ず行きます。たぶん一番最初に新潟県に来る人は、
スキーとかそういった目的の方しかいらっしゃらない
のではないかと思っております。
　では２回目、３回目にどうやって来ていただくか。
まず重要な部分として、佐渡島という、わざわざ島に
行こうというのは大きな部分かと思います。また、こ
ちらの地区にある三条・燕の工場のものづくりは、新
潟ならではのものになるのではないかと思っていま
す。
　ただ日曜・祝日に工場を見に行こうとしてもお休み
という課題もあります。当社では、工場見学といって
工場を３カ所も４カ所も巡るツアーをつくろうとしま
した。でも、実はお客さまは弥彦神社も行きたいし、
寺泊で買い物もしたい。ただ工場も１カ所か２カ所ぐ
らい見て体験したいということなのです。欲張らず個
性を売っていくのが重要なのかと思っております。
ツェリッシェフ
　次のステップとして、情報発信についてご意見をお
聞きしたいと思います。
　気になっているのは、新潟はいろいろな素晴らしい
観光資源がありますが、その観光資源の存在について
分かっている海外の方々は必ずしも多くないことで
す。新潟のことを知らせるための情報発信、宣伝を強
化する戦略は考えられるかということについて伺いた
いと思います。
　例えば私が海外の観光客だとします。インターネッ
トでどこに行けるかを調べてみます。すると、まず観
光庁のサイトが出てきます。そのサイトではいろいろ
な県の名前が出ますが、新潟が出ていることは一度も
ありません。
　「雪国観光圏」というのがあって、そこに魚沼や十
日町が含まれていますが、「新潟」のイメージがやは
り出てこない。これに対して他の観光圏ではちゃんと
富山などの名前が出るのです。
　それから日本政府観光局のイギリスのサイトがあり
ますが、日本へ行く観光客に推薦される行き先は東京、
大阪、九州、北海道となっていますが、新潟は出てい
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ません。外国人観光客はこういった観光データを見る
限り、新潟を選ぶ可能性がそんなに高くない気がしま
す。
　台湾での現美新幹線の宣伝についての松田課長のお
話が非常に面白かったと思います。これを踏まえ、海
外への情報発信の戦略を強化する方策はないかという
ことについて、ご意見を伺いたいと思います。
　では順番を変えて、バロリさんからお願いします。
バロリ
　まず情報発信する前に、地元の方々がうちには何も
ないという考えを捨てるべきです。新潟は何もない、
加茂は何もない、田上は何もない、三条はものづくり
だけだと。でも、歴史もあり、自然もあります。まず、
地元の人たちは豊富な知識を持つべきです。
　私も観光について本格的に研究を始めた2007年頃に
古町でお酒を飲んで、タクシーの運転手さんに「何で
新潟を選んだの。新潟は何もないですよ」と言われま
した。
　その１年前（2006年）、新潟県から補助金を頂き「佐
渡島における国際観光交流人口拡大による地域活性化
への可能性調査」をテーマとして佐渡に行かせてもら
い、素晴らしいところだと感じていたのに、何で運転
手がそういうことを言うのだろうと思いました。学生
たちにも同じことを教えます。「君たちが生まれ育っ
た地域を誇りと愛着を持て、絶対何もないと思わない
ように頭に入れておいてください」と言っています。
　情報発信については、私は尾畑専務のご主人である
平島社長と前から付き合いがあります。酒造組合のみ
ならず日本国外でもいろいろな活動をしておられま
す。しかし、尾畑酒造の方々の活動だけでは足りませ
ん。行政はもっと支援するべきです。
　ヨーロッパで新潟という地域の情報が届いていない
のは、痛い、苦い現実であります。これからは産学官
連携でやるのが一つの方法ではないかと思います。
ツェリッシェフ
　有難うございます。尾畑さん、いかがでしょうか。
尾畑
　バロリさんのおっしゃる通り、情報発信の前にやる
ことが多々あると思います。まず住民の意識について
は、今ほどと同じ意見です。それと、誰に、何を、ど
うやって、幾ら掛ける。これをしっかりと定めないと
いけないと思うのです。海外への情報発信にしても、
外国人が新潟の何を魅力的だと感じているか分からな
いのに、お金を掛けてこっちが思っているものを押し
つけてもしようがないのではないかと思ったりするの
です。
　海外の人が何を求めていて、何に響いているのかを
知るには、大金を掛けて調査会社にお願いしなくても、
国内や県内に沢山留学生とかいらっしゃるので、そう
いう方たちに県内をアテンドも誰も付けずに気ままに
巡ってもらうような機会をつくり、その結果を丁寧に
ヒアリングして行くということで見えてくるものもあ
ると思うのです。
　そこで見えてきた魅力をどう磨いていくかが今度は
大事です。住民はたいしたことないと思っていても、
そうじゃないのだと自覚してもらうことも大切です。
「海外のこの人たちは、あなたのこれをものすごいと
言っているよ」と伝えると、ちょっとずつ意識が変わっ
てくると思うのです。
　不思議なことに、隣近所の人達に褒められても、「そ
んなもん、たいしたことねっちゃ」と言うのだけれど
も、遠くから国境を越えて来た人が「これ、素晴らし
い！」と言うと、そうかなと思うところがあるんです
よね。遠い人から言われた方がいい。そういう意味で
も訪日外国人の増加は地方にとってチャンスなので
す。
　そういう気づきを持ってもらって、それを磨いて、
今度はそれを幾ら掛けてやるかということになるので
すけど。予算のことは分からないのですが、ＳＮＳで
行く場所を選ぶ人が確実に増えていますので、どうい
うポイントがＳＮＳに載せたくなるポイントなのかを
見つけていく作業も、お金が掛からなくて有効な手段
ではないかと思うわけです。
　まず発信すべき「何か」を見つける。そして正しく
伝える。予算の前に、それが大事かと思います。
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ツェリッシェフ
　有難うございます。
バロリ
　一ついいですか。県外に住んでいる外国人に、尾畑
さんがおっしゃったのですが、ツアーに行ってもらい、
報告書を書いてくれということについてです。
　私は佐渡に住む夢があり、行ってまとめて発表しな
さいという補助金プログラムがあったので、それを利
用して３泊４日過ごしたことがあります。
　尾畑さんがおっしゃるように、金髪の人はすごくお
もてなしを受けます。わざわざ白人がここに来るとい
うことは、何かあるぞと思わせてしまうからです。
　まず県内に住む外国人に対して手厚く、もっと情報
を提供する必要があります。そうすればＳＮＳネット
ワーク網が広がります。有効な方法で外国人を使うこ
とは地域の魅力を再発見できる手法となります。
ツェリッシェフ
　有難うございます。松田課長、お願いします。
　
松田
　正直、市、自治体レベルで今のお客様を伸ばすのは
難しいかなというのが本音です。私は、台湾は台北、
台中、台南の三つしか知りませんが、逆にくくりはそ
れぐらいの大きさで充分かなと。外国人には、何々市
というレベルではないと感じております。
　よくインバウンドをいかに伸ばすかと言うのです
が、インバウンドが増えている観光地は当然日本のお
客様も多いわけです。決してインバウンドだけで増え
ることはないと思っています。
　先ほどからお話がありますように、観光地の魅力が
あれば、今は非常によい世の中になり、行ったお客様
がまた口コミで広げてくれるのが重要かと思っており
ます。当然ながらインターネットやFacebookなどは
非常に重要だと思っております。
ツェリッシェフ
　有難うございます。井上さん、いかがですか。
井上
　まさしくそうだと思います。今松田課長が言ったよ
うに、インバウンドで伸びているところは日本人が当
たり前のように訪れているところです。ですから「新
潟県の燕三条に来てよ」と言っても、彼らには燕三条
とはどんなところか、そもそもそこから分からないと
思うのです。
　新潟県のこういったものがあるという体験なり、地
域の宝を見せることでそちらのほうに誘客する。地名
よりも地域のお宝をまずつくりあげて、そこから情報
発信の部分が今後絶対に大切なものになってきます。
　バロリさんと、尾畑さんが言ったのですが、実は私
どもも独自で首都圏在住の外国人のモニターツアーを
やってみたことがあります。そうすると首都圏に住ん
でいるから、こちらのこの地名とか、端的に言うと弥
彦神社すら知られていないというのが事実でございま
した。
　これは日本人の首都圏の方だったら、だいたい新潟
県の弥彦神社、寺泊は旅慣れた方であれば耳にしてい
ると思うのですけれど、そう思っていた矢先に弥彦神
社すら知られていないという事実を知ることができま
した。
　この辺は、われわれが海外に出向いてPRするより
も、尾畑さんやバロリさんが言っているように、国内
在住の人をもっと連れて来ることを考えながら、その
人たちからＳＮＳ等で発信していただくやり方が海外
に向けてという意味では、ベストではないかと思って
います。
　ご存じかと思いますが、中国の方はホームページを
検索するのではなく、ほとんど友達、家族のＳＮＳを
見て訪れる傾向が強いと聞いています。こういったこ
とも考慮しながら、インバウンドに向けた情報発信が
必要なのかと思っています。
ツェリッシェフ
　ありがとうございます。もう一つのヒントとして出
たのが長期滞在のことですね。新潟は長期滞在ができ
る、長期滞在が楽しめるところになり得るのではない
かというお話がありました。それについてもう少し詳
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しくまとめていただければと思います。
　長期滞在と言えば、何日間の滞在期間が想定される
のか。そしてその長期滞在メニューというか中身とい
うか、どんなものになるのか。新潟は何をオファーで
きるか。日本は休暇が短く、休暇があっても取れない
方も多く、長期的なバカンスの話は余りなじめないか
もしれませんが、欧米やオーストラリアの方々、そし
てアジアの方々の一部は、長期の滞在先を探している
のですね。長期じゃないと興味がない方が少なくない
です。
　その面において、新潟のポテンシャルと展望につい
てまとめていただきたいと思います。尾畑さん、いか
がでしょうか。
尾畑
　おっしゃるように、今ラグジュアリーツアーと呼ば
れているのは、まさに長期滞在スタイルだと思います。
どういうメニューを組んだらいいかと考えるときに大
事なのは、目標値の設定の仕方ではないでしょうか。
　私や、松田さんの今日の表もそうですが、何人観光
客が来たか、という人数で表しています。これからは
宿泊数も一緒に表示することが必要だと思います。佐
渡観光は120万人から60万人を切って、ダメになった、
どうにかしなくてはならないと言われてきました。で
も、何年か前までは100点を取っていたのに、今は40
点じゃないか、次は100点が取れるように何とかしろ
と言われてもなかなかきついわけです。時代が変わる
と共に試験の設問自体が変わっているようなもので、
同じ思考方法ではもう100点は取れない。
　でも、１泊しかしていない人を２泊するためにはど
うしたらいいか。そう考えるのはどうでしょうか？50
万人のところを100万人にしろと言うのではなく、あ
なたのお客さんは１泊だけど、２泊楽しんでもらうた
めにはどうしたらいいかと聞けば、ちょっとは頭も回
り出すと思うのです。
　そうしたら、まずお料理をどうしようかとか、交通
はどうしたらいいかとか、旅行者の目線に立って考え
るようになって色々見えてくる。そこに必ずヒントが
あると思うのです。
　コンテンツは、同じ佐渡島の中でも旅館をやってい
るのか、うちみたいにお酒造りをしているのか。それ
によって変わってきますし、逆にいろいろバラエティ
がある方がよいと思うので、これが正解だということ
はないと思います。
　観光を担っている人は、実は地域の人全員なので、
観光客の人たちが島に来て１週間楽しんでもらうため
にはどうしたらいいかと考え始めたら、結構楽しいア
イデアが出てくると思います。
ツェリッシェフ
　有難うございます。松田課長、いかがでしょうか。
松田
　長期滞在していただくことが一番いいとは思うので
すが、長期滞在はなかなか難しいと思っています。
　逆に周遊型という意味で、例えば自分のところに長
く泊っていただくのもいいですが、金沢に行ったお客
様に新潟へ１泊でもいいから来てもらうとか、佐渡に
行ったお客様にこっちにも来てもらうということで、
違うところに行ったお客様に新潟に来ていただく。長
期滞在もそうですが、周遊型というお客様を狙ったほ
うがいいのかなと思っております。
ツェリッシェフ
　はい、よく分かりました。有難うございます。井上
さんお願いします。
井上
　ちょっと今の部分とは離れているのですけど。おそ
らく今まで訪れた場所に滞在するケースは、旅行会社
のつくったツアーで組み込まれたケースがほとんど
だったと思います。
　日本人をターゲットにした場合、ある程度長期滞在
ができる方は結局、時間に余裕のあるシニア層なのか
なと感じています。
　そうすると、そのシニア層をターゲットにした受け
入れ体制を整えていかないと、長期滞在には結びつい
ていかないのかなと。
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　先ほども出てましたけれど、その場所でどういった
体験、どういったものが楽しめるかという部分があれ
ば、２泊、３泊とつながるケースもあると、私は思っ
ております。
　そうした場合、そういう滞在には宿泊施設も必要に
なってきますので、そういった人たちのニーズにマッ
チする内容をつくりあげていかないと現状では難しい
のかなと思います。
　先ほど松田課長が言ったように、逆に地域を広げて
受け入れられれば滞在の可能性は高まると思っており
ます。
ツェリッシェフ
　有難うございます。バロリさん、お願いします。
バロリ
　ここに見せたいものをつくるのではなく、まず観光
客のニーズをつかむ。ニーズをつかんで、パケージを
つくるのです。
　アジア系だったら何が好きか。何ができるか。欧米
人は何が好きか。ニーズを事前につかんで、受け入れ
を決める前に環境の整備をする必要があります。この
マーケットは100万人しか受け入れられないので、200
万人来たらどうするか、それに対応できるかが問題で
す。
　もう一つは、新潟県の魅力を明確にする。ここしか
できない・ここしか食べられない・ここしか見られな
いやここしか楽しめないのスローガンで情報発信を続
けるべきだと思います。それは次につながるので、受
け入れた地域の住民たちはしっかり説明できなければ
いけない、また、地域の魅力を確なものにしていく必
要があると思います。
ツェリッシェフ
　有難うございました。
　主な視点は「新潟ならでは」、差別化戦略という視
点ですが、もう一つ面白いと思ったのは、東京に近い
ので必ずしも新潟に行くことを認識しなくても、新潟
に来る人がいるということです。つまり東京からの近
さを生かす戦略です。スキーをする人を誘客する際に
考えられるかと思いますし、他の面においても考えら
れるでしょう。
　その視点から一言お願いしたいと思います。井上さ
ん、いかがでしょうか。
井上
　正直、このエリアに実際に訪れた方に聞きますと、
東京からおおむね２時間で来れることを実感して、だ
いたいのお客様が「意外と近いですね」と言います。
　その近さをどうやって告知するのかという部分が課
題だと思います。時間的に見れば、ＪＲを使えば東京
から新潟も、東京から伊豆もほとんど変わらない所要
時間です。その事実を知らせていくには、ＪＲさんの
力を借りるのであればＪＲの告知で得意なポスターと
か、先ほどの『トランヴェール』にしても、大人の休
日のものにしても、「東京から２時間でどこ」という
地名を文字として見せていくこともありなのかなと思
います。ただ単に「新潟」と表記しても、訪れたこと
のないお客様にとってはどれぐらい時間が掛かるのか
理解できないので、もっと明確に「東京から２時間で
見れる、日本海に沈む夕日」みたいな感じで、所要時
間をイメージできる文字を入れるのも戦略の一つでは
ないかと感じています。
ツェリッシェフ
　そうですね。松田課長、お願いします。
松田
　当社の成功事例を先ほど少しお話をしたのですが、
越後湯沢などは東京から１時間10分から20分というこ
とで、冬の成功事例として「東京雪遊び」と、海外に
大きく宣伝させていただきました。「越後湯沢」とい
う文字は一言も出ておりません。東京へ行って雪遊び
をしましょうということです。
　実際１時間ちょっとですから、私なんかは海外へ
行っても１時間なんて、本当に「となり」ぐらいのイ
メージなのです。そういったイメージで、非常に東南
アジアのお客様が増えました。
－ 20 －
　これも湯沢の事例ですが、今度は夏の期間に「とな
りの大自然」。越後湯沢は東京の隣ではないんですよ
ね。でも隣に大自然があるということで、ちょっと行っ
てみようかと。キャッチコピーも非常に大事なのかな
と思っております。
　先ほど井上さんが言った、日本海ぐらいの感覚でい
いと思います。日本に行ったついでに日本海を見に行
こうというのであれば、必然的に新潟が一番近くなる
わけですから、あえて新潟県に行きましょうというよ
り、「日本へ行ったら日本海も見てみましょう」みた
いなＰＲがいいのではないかと思います。
ツェリッシェフ
　有難うございます。尾畑さん、お願いします。
尾畑
　例えば目的地ＡとＢがあって、Ａは行くまで２時間、
Ｂは行くまで６時間かかるとします。AとBの違いを
導き出すのは、Aの方が「着いてからの時間が長い」
ということです。すなわち、到着したA駅からもっと
先にある新潟を訪ねることができるということです。
　佐渡島にはＪＲさん系列のファミリーオというホテ
ルがあります。佐渡島にはレールがありません。これ
も同じことかと思います。「駅の向こうにゴールがあ
る」ということです。新潟まで近いということを逆手
にとって、もっと佐渡島であったり、新幹線の駅から
在来線やバスに乗り換えて、もっとその先にあるすて
きな場所に行ってもらうよいチャンスと考えたらいか
がでしょうか。
ツェリッシェフ
　ありがとうございます。バロリさん、お願いします。
バロリ
　２時間掛るか、４時間掛るかではなく、ターゲット
にする観光客の目的をきちんとつかむ必要がありま
す。１時間で２万円、６時間で３千円で行けるという
のがありますね。しかし、長期滞在者には、２時間か
６時間かは、関係ありません。せっかく貯金したお金
で日本に行くのならゆっくり旅をしたい。そう考える
外国人観光客は多いと思います。
　とろとろ行く夜行バスや普通電車の車窓より、もっ
と自然を楽しめる交通手段もある。また、お金持ちの
方には新幹線を使ってもらうなど、ターゲットをとら
えるためには、市場を明確にする必要があると思いま
す。２時間で来ていっぱいお金を掛けたら、行って楽
しかったと思わせないと、県全体がダメージを受ける
ことになります。反対に、楽しませて帰ってもらうと、
もう一回、１年間働いて、今度は弟家族を連れて来た
いと思います。それはリピーターにつながる。そして、
弟や妹など、連れてきた家族からも、新しいマーケッ
トが創出されることになると思います。
ツェリッシェフ
　有難うございました。
　「雪」、「食」、「酒」のお話が出ましたが、まだ触れ
ていないのが広い意味での文化とか芸術、そしてソフ
トな観光資源ですね。イベントとか交流とか、それも
すごく大事な観光資源になりえると思います。芸術、
文化、イベント、交流、その面においての新潟のポテ
ンシャルについてご意見を述べていただきたいと思い
ます。井上さん、お願いします。
井上
　ポテンシャルといいますが、そこには先ほど尾畑さ
んの講演の中にもあったように、結局最後は人だと思
うのです。私も昔、ツアーコンダクターとして日本全
国を回った中で、お宿の方には申し訳ないのですが、
どこの宿でどんな夕飯だったかごちゃごちゃになって
いてあまり記憶にありません。でも、あそこの地であ
の人がいたねという、「人」はそこのエリアでの思い
として一番心に残っています。今でも、何人かとお付
き合いをさせていただいています。
　私は、旅に欠かせない三大要素として「学ぶ」、「触
れる」、「交流する」が必要だと考えています。
　そのことから尾畑さんが言ったような、人も地域に
とって大事なコンテンツなのだということを、私自身、
常に思っているところです。
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ツェリッシェフ
　バロリさん、お願いします。
バロリ
　大学院生時代に続いて研究員の時も佐渡に行ったこ
とが何回もあります。焼き物も有名であることが分か
りました。ツアーに行ったときにそこで焼酎の焼き物
コップをつくらせてもらいました。ずっとそれを大事
に使っています。
　しかし焼き物が佐渡でできるというのを知っている
県内の人たちは、少ないと思います。まずは、文化の
活用として焼き物が佐渡でできることそれが一つと。
　芸術といっても、最近は田んぼもアート化されてい
るので、それなどをもっと広めていけばいいと思いま
す。あとは古町芸者がいた鍋茶屋も文化の一つではな
いかと思います。各地域で独特の文化があるはずなの
で、村上の町屋とか、弥彦とか、燕三条とか、もっと
具体的に根本的なマーケットを選んで提供していけば
いいと思います。
ツェリッシェフ
　ありがとうございます。
　現美新幹線は文化に頼る、芸術を訴える部分が非常
に大事かと思います。そして鉄道会社が観光を促進す
る面において中心的な存在になっているのも日本の非
常に大きなと言うより、日本ならびに新潟の大きな特
徴だと思います。
　ことに欧米の方々にとって、その点が非常に魅力的
だと思われます。端的に言えば、欧米では新幹線ほど
乗って楽しい、乗り心地のよい電車はないわけです。
走ること自体が楽しい、そして更に走りながら芸術作
品を楽しむということが、ユニークな視点と言えるか
もしれません。その延長線上で、松田課長に芸術を観
光資源として活用する戦略についてご意見をお伺いし
たいと思います。
松田
　私自身、芸術はそんなに詳しくないのですが、乗っ
て楽しい列車ということでお話をさせていただきたい
と思います。
　列車自体が観光の一部になる。これは、今後もお客
様からの需要は結構あると思っております。先ほどお
話ししませんでしたが、伊豆クレイルという、小田原
と伊豆急下田を走る、食事が楽しめるリゾート列車が
大変人気になってきております。
　新潟支社としましても、今後も乗って楽しい列車を
充実させて行きたいというのはありますが、実は課題
もあります。それはいかにリピーターになっていただ
くかでございます。
　おかげさまで乗って楽しい、越乃Shu＊Kura。お酒
を飲みながら列車に乗るということで、沢山お客様に
リピートしていただいています。多くのお客様から２
度乗った、３度乗ったと言っていただいています。
　芸術の現美新幹線は、１回は乗っていただくのです
が、東京ディズニーリゾートと一緒で、毎年少しずつ
変化がないとまた乗っていただけないので、今後、現
美新幹線などは内容を変えていきつつ、何度も乗って
いただける列車を目指したいと思っております。
　先ほど１点、私のほうに回ってこなかったのですけ
ど、イベントというお話がありまして、なかなか今観
光だけではお客様が来ていただけません。例えば佐渡
の自然を満喫しようというイベントではありません
が、トライアスロン、ロングライドという自転車に乗っ
て佐渡を１周するスポーツイベント。これは自然があ
るからイベントが成功するというのがあります。観光
だけではなく、こういったイベントも重要なのかと思
います。
ツェリッシェフ
　有難うございました。時間はあまり残っていません
が、最後のまとめに入らせていただきたいと思います。
　人材育成は非常に大事かと思います。観光客を受け
入れる新潟の人材育成。これは私たち、新潟経営大学
観光経営学部の課題でございます。一言、パネリスト
の方々に新学部に対するご要望があれば、ぜひおっ
しゃっていただきたいと思います。尾畑さん、お願い
します。
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尾畑
　先ほどのテーマにあった、芸術や文化を柱とした観
光のポテンシャルについて、二つ例をご紹介させて下
さい。酒の陣と大地の芸術祭です。なぜこの二つかと
いうと、完成度の高さはもちろんなのですが、われわ
れの日常の営みや生活風景がオリジナルにあって、そ
れがイベントに昇華されているからです。
　文化的活動やイベントを続けるのは大変難しいもの
のですが、二つとも長期的に続いています。なぜでしょ
う？私は酒の陣は当然当事者として毎年行っていて、
大地の芸術祭も行かせていただきました。両方に共通
するのは参加者も面白いけれども、やっている当事者
も面白い。観光客も迎える側もどちらも楽しく面白い。
これは最高ですよね。観光はこうあらねばならない。
この二つはそれができていると思います。
　主催者の方はとても大変だと思いますが、終わった
後に満足感いっぱいで幸せなのです。これが観光のあ
るべき姿かと思います。イベントと街や経済活動をつ
なぐ仕組みとか、今後への課題はまだあると思います
が、この二つはぜひ紹介したかった。
　次に人材の件ですけど、観光とは何ぞやと考えたと
き、答えは地域が元気に続いていくために観光がある
と考えていて、そう考えると観光はすなわち町づくり
なのだろうと思います。
　町づくりと考えると長期ビジョンがとても大事です
けど、この長期ビジョンをもって活動するのはなかな
か難しい。例えば行政であっても、年度というものが
ございますし。ですから、大学に期待しているのは、
そういった長期ビジョンを行政や住民と一緒に考えて
くれる人材育成です。
　われわれ住民にとって観光は生活そのものに密着し
ています。講演でも言いましたが、地域の「好き」を
ぜひ伝えていただきたい。なぜかというと、「好き」
は伝染するからです。そして地域の魅力がどんどん広
がっていくのです。以上です。
ツェリッシェフ
　貴重なご指摘、有難うございます。松田課長、お願
いします。
松田
　経営大学様に期待することでございますが、観光を
盛り上げるには大変失礼な言い方ですが、ばか者、よ
そ者、若者が重要と聞いております。ぜひ若い方のア
イデアの力を貸していただきたいと思っております。
　今年度、経営大学の観光活性化政策提言コンテスト
で審査員をやらせていただきました。その中で「加茂
駅前商店街の活性化と観光の促進」、これは一番には
ならなかったのですが、加茂の駅前を回って商店街を
観光しようというものがありました。
　私どもは「駅からハイキング」というのをやってい
ます。大学生が考える駅からハイキングコースという
特集を、いろいろな大学のところでやっています。イ
ンバウンドという大きなテーマもよいですが、加茂市
内の活性化という部分で大学生の皆様からアイデアを
募っていただき、観光だけでなく、商店街の活性化を
含めた駅からハイキングも検討してみてはいかがで
しょうか。
ツェリッシェフ
　有難うございます。井上さん、お願いします。
井上
　大学側に期待しているのは、先ほどからバロリ講師
が言っている、地域資源の宝物ですね。私はずっと以
前から観光開発をやっている中で、心の中で思ってい
ることがあります。それは「五つの風」です。
　尾畑さんも言っていたように、風景、風土、風習、
風味、風俗、この風が「五つの風」ということで、そ
こに地域ならではの資源や素材があると思っており、
資源の発掘をやるためには地元民が気付かないからこ
そ、よその人がそこに来て見て、感じて、つくり上げ
ていくという視点を、そちらの大学のバロリ講師と一
緒になって、資源の開発、磨き上げなどをやっていけ
ば、より一層この県央地域が脚光を浴びてくる可能性
が高まると思っています。
ツェリッシェフ
　有難うございます。貴重なご指摘、有難うございま
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した。これから観光経営学部として念頭に置いて、長
期的なビジョンをまとめて、地域の企業団体、住民の
方々と連携して、さまざまな知恵を出していきたいと
思います。
　まとめの時間になってまいりました。時間が短く
なったので完結に申します。
　今日のフォーラムのテーマは「新しい道を探る」で
すね。観光客を呼び込む新しい道を探るという視点か
ら、いろいろなご指摘がありまして、新しい道が沢山
あるという印象を受けました。新しいアプローチ、新
しい考え方はいろいろあり得る。想像力を発揮しなけ
ればいけないという、強い印象を受けました。
　まず新潟県としてのさまざまな差別化戦略が考えら
れます。酒、コメの文化を徹底的に訴える戦略、雪を
「楽しませる」戦略は柱ですね。そして工場等々の観
光資源をどのように活用するかということについて、
また考えなければいけないと思います。
　宣伝の方法としては、非常に面白い視点が出ました。
必ずしもコストがかかる宣伝キャンペーンをするので
はなく、新潟県に住んで活躍している方々、ことに若
い外国人を宣伝の「チャネル」として活用するという
こと。
　また、新潟を観光地としてのブランドを確立するこ
とは大事ですが、東京からの近さを生かし、（新潟と
いう）名前を押し出さずに、東京の郊外というイメー
ジで新潟の観光資源を外国人の観光客に訴える方法も
あるというご指摘が印象的でした。つまり実務的なア
プローチ、効果が早く出るアプローチは非常に大事だ
と思いました。
　これから新潟の観光はいろいろ課題がありますけれ
ども、どんどん新しい段階に入るかと思います。ポテ
ンシャルがある。そして観光に関連する方々だけでは
なく、多くの県民がそのポテンシャルを認識して、新
潟県の観光拠点として発展に貢献することができると
思っております。
　長時間にわたって興味深い内容で議論をされたパネ
リストの方々に、心からお礼を申し上げたいと思いま
す。
　皆様、長時間にわたってお聞きくださいましたこと
に対し、感謝の意を申し上げます。今日は、誠に有難
うございました。これでパネルディスカッションを終
わらせていただきます。
（パネルディスカッション終了）
司会
　パネリストの皆さま、有難うございました。
　以上をもちまして、観光活性化フォーラムは終了と
なります。
（終了）
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講演の様子　左：尾畑留美子氏　　右：松田千春氏
パネルディスカッションの様子
左より　コーディネーター：イワン ツェリッシェフ　　パネリスト：井上亮氏、尾畑留美子氏、ブレンディ バロリ、松田千春氏
